
伊達市の介護保険事業の特徴（地域分析・要因）～地域包括ケア「見える化システム」による分析～

　※この分析は、厚労省提供「見える化システム」データを活用した分析です。集計方法の違い等により、
　　市の公表している予算や決算の人数や金額と一致しない場合があります。

１　サービス利用割合の比較

■　全国平均及び道内平均と比較すると、要介護２以上の在宅・居住系サービス利用者数の割合が低い。

■　つまり、他自治体よりも要介護２以上の施設サービス利用者数の割合が高い。

　　⇒施設および居住系サービス利用者のうち、在宅サービス利用者の割合を増やすことができれば、
　　⇒全体的な介護給付費の減少につながる。

全国 北海道 伊達市
サービス利⽤者数（要⽀援1） （人） 3,545,193 176,126 1,751
サービス利⽤者数（要⽀援2） （人） 5,619,500 251,859 2,589
サービス利⽤者数（要介護1） （人） 13,447,328 753,353 5,805
サービス利⽤者数（要介護2） （人） 12,515,915 575,613 4,176
サービス利⽤者数（要介護3） （人） 9,881,418 390,812 2,492
サービス利⽤者数（要介護4） （人） 9,060,549 353,473 2,122
サービス利⽤者数（要介護5） （人） 6,266,034 253,101 1,771
サービス利⽤者数（合計） （人） 60,335,937 2,754,337 20,706
在宅・居住系サービス利⽤者数（要⽀援1） （人） 3,545,181 176,126 1,751
在宅・居住系サービス利⽤者数（要⽀援2） （人） 5,619,488 251,857 2,589
在宅・居住系サービス利⽤者数（要介護1） （人） 12,839,641 712,752 4,777
在宅・居住系サービス利⽤者数（要介護2） （人） 11,441,572 520,641 3,003
在宅・居住系サービス利⽤者数（要介護3） （人） 6,951,551 259,774 1,134
在宅・居住系サービス利⽤者数（要介護4） （人） 4,777,637 176,451 701
在宅・居住系サービス利⽤者数（要介護5） （人） 2,947,822 110,437 433
在宅・居住系サービス利⽤者数（合計） （人） 48,122,892 2,208,038 14,388
要⽀援1 （%） 100.0 100.0 100.0
要⽀援2 （%） 100.0 100.0 100.0
要介護1 （%） 95.5 94.6 82.3
要介護2 （%） 91.4 90.4 71.9
要介護3 （%） 70.3 66.5 45.5
要介護4 （%） 52.7 49.9 33.0
要介護5 （%） 47.0 43.6 24.4
在宅・居住系サービス利⽤者割合（合計） （%） 79.8 80.2 69.5

（時点）令和2年(2020年)
（出典）厚⽣労働省「介護保険事業状況報告」⽉報



２　給付費の比較

■　第１号被保険者１人あたり給付月額において、道内平均と比較すると、
　　 施設系サービスは1.29倍、在宅サービスは0.54倍となっている。

地区 施設および居住系サービス給付月額 在宅サービス給付月額
全国 10,637 11,717
北海道 11,080 9,601
伊達市 14,355 5,196



３　サービス別給付費の比較

■　サービス種類別の第１号被保険者１人あたり給付月額を見ると、道内平均と比較して、
■　在宅サービスのうち訪問介護、居宅療養管理指導、（地域密着型）通所介護が低い。

全国 北海道 伊達市
介護⽼人福祉施設 （円） 4,076 3,748 4,310
介護⽼人保健施設 （円） 2,783 2,609 3,686
介護医療院 （円） 330 334 567
介護療養型医療施設 （円） 179 262 1,929
地域密着型介護⽼人福祉施設 （円） 477 453 612
訪問介護 （円） 2,036 2,099 576
訪問入浴介護 （円） 113 61 46
訪問看護 （円） 685 584 308
訪問リハビリテーション （円） 113 120 187
居宅療養管理指導 （円） 282 192 61
通所介護 （円） 2,630 1,302 396
通所リハビリテーション （円） 959 714 1,239
短期入所⽣活介護 （円） 877 450 284
短期入所療養介護 （円） 99 82 35
福祉⽤具貸与 （円） 770 592 344
特定福祉⽤具販売 （円） 33 35 34
住宅改修 （円） 85 86 59
特定施設入居者⽣活介護 （円） 1,253 1,238 1,398
介護予防⽀援・居宅介護⽀援 （円） 1,216 1,076 845
定期巡回・随時対応型訪問介護看護 （円） 131 448 31
夜間対応型訪問介護 （円） 7 3 0
認知症対応型通所介護 （円） 170 121 76
⼩規模多機能型居宅介護 （円） 573 785 214
認知症対応型共同⽣活介護 （円） 1,495 2,356 1,853
地域密着型特定施設入居者⽣活介護 （円） 44 79 0
看護⼩規模多機能型居宅介護 （円） 101 161 11
地域密着型通所介護 （円） 836 689 451



４　各在宅サービス給付費の地域比較

■　全国平均及び道内平均との比較差のある訪問介護、居宅療養管理指導について、近隣市との比較では
■　大きな差はなく、伊達市だけではなく、地域の資源不足による全国平均との差異と考えられる。



■　全国平均及び道内平均との比較差のある通所介護（地域密着型含む）について、近隣市との比較でも
■　低い傾向がみられるが、通所リハビリテーションも加味すると、近隣市との大きな差異はないため、
■　伊達市だけではなく、地域の資源不足による全国平均との差異と考えられる。

　　⇒在宅で介護を受けたいというニーズに即したサービス供給が今後の課題。
　　⇒介護人材の確保では、伊達市だけではなく近隣市でも課題となっている。
　　⇒また、介護サービスの質の向上のために職員の処遇改善への取り組みを推進していくことで、
　　⇒安定したサービス供給を可能にしていくことが必要。



５　サービス受給率の地域比較

■　施設サービスの受給率は全国平均及び道内平均、近隣市と比較して高い。特に要介護１～２の割合が高い。
■　居住系サービスの受給率は全国平均より高いが道内平均と同程度、近隣市とは地域により差がある。
■　在宅サービスの受給率は全国平均及び道内平均と比較して低いが、近隣市とは同程度。
 　　⇒在宅サービス受給率の低さは施設系サービスの充実と地域の在宅サービスの資源不足も要因の一つと考えられる。


